
　

記
事
に
記
載
の

と
お
り
、
こ
の
度

の
盛
岡
市
議
会
議

員
選
挙
で
は
、

「
野
中
や
す
し
」

が
２
期
目
当
選
を

果
た
し
た
。
ま
ず

は
率
直
に
喜
び
あ

い
た
い
▼
全
国
的

に
は
、
地
方
議
員
の
な
り
手
不

足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本

県
に
お
い
て
も
、
今
年
度
に
な

っ
て
か
ら
執
行
さ
れ
た
市
町
村

議
会
議
員
選
挙
（
補
欠
選
挙
を

除
く
）
に
つ
い
て
、
10
市
町
村

で
は
競
争
選
挙
と
な
っ
た
が
、

５
町
村
で
は
無
投
票
と
な
っ
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
こ
の
度
の
盛

岡
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
定

数
38
人
に
対
し
て
50
人
が
立
候

補
す
る
と
い
う
、
近
年
ま
れ
に

み
る
大
激
戦
で
あ
っ
た
。
立
候

補
者
や
支
援
者
に
と
っ
て
は
大

変
な
た
た
か
い
で
あ
っ
た
が
、

有
権
者
に
と
っ
て
は
幅
広
い
選

択
肢
が
提
供
さ
れ
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
▼
選
挙
に
は
、
誰
の
助

け
も
借
り
ず
に
１
人
で
立
候
補

す
る
こ
と
も
制
度
的
に
は
可
能

だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
立
候
補
者

は
、
多
く
の
支
援
者
か
ら
の
多

大
な
助
力
を
得
て
選
挙
戦
を
た

た
か
う
。
ま
た
、
立
候
補
者
は

そ
の
過
程
で
有
権
者
の
声
を
聴

き
、
反
応
を
感
じ
取
り
、
次
の

活
動
に
活
か
し
て
い
く
▼
本
県

で
は
、
県
知
事
選
挙
、
県
議
会

議
員
選
挙
が
間
近
に
迫
っ
て
い

る
。
私
た
ち
の
声
が
県
政
の
場

で
活
か
さ
れ
る
よ
う
、
県
職
労

の
推
薦
も
踏
ま
え
、
し
っ
か
り

意
思
表
示
し
よ
う
。

　

▲選挙中に60歳の誕生日を迎えた野中さんのお祝いに駆け付けた小西和子県議（右）

▲2期目の当選に喜びの万歳三唱をする山中後援会長（左）と野中ご夫婦

▲人事課総括課長交渉を行う現業評交渉団
　（右円内は内城人事課総括課長）
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８
月
13 
日
、
盛
岡
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
開
票
が
行
わ
れ

た
。
県
職
労
組
織
内
候
補
者
「
野
中
や
す
し
」
は
、
２
９
８
０

票
を
獲
得
し
、
８
位
で
２
期
目
の
当
選
を
果
た
し
た
。

　

「
野
中
や
す
し
」
の
議
席
は
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
行
動

結
集
の
賜
物
で
あ
り
、
組
合
員
の
皆
様
の
御
協
力
に
感
謝
す

る
。
こ
の
勝
利
を
来
た
る
知
事
選
・
県
議
選
に
つ
な
げ
よ
う
。

　

今
回
の
盛
岡
市
議
会
議
員
選

挙
は
、
定
数
38
人
に
対
し
て
史

上
最
多
の
50
人
（
現
職
29
人
、

元
職
１
人
、
新
人
20
人
）
が
立

候
補
す
る
大
激
戦
で
あ
っ
た
。

投
票
日
が
お
盆
期
間
で
あ
る
う

え
に
、
県
職
員
経
験
者
が
他
に

も
複
数
立
候
補

す
る
非
常
に
難

し
い
情
勢
で
あ

り
、
マ
ス
コ
ミ

各
社
に
よ
る
選

挙
情
勢
の
見
極

め
も
困
難
を
極

め
た
。

　

こ
う
し
た
情

勢
の
下
、「
野
中
や
す
し
」
は
、

働
く
者
、
生
活
者
の
視
点
か
ら

「
盛
岡
で
働
き
、
盛
岡
で
暮
ら

す
子
ど
も
を
育
て
、
盛
岡
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
街
を
つ
く

り
、
そ
し
て
市
民
の
声
を
市
政

に
届
け
る
た
め
に
、
２
期
目
の

立
候
補
を
決
意
し
た
。
働
く
人

も
、
お
年
寄
り
も
、
子
ど
も
も

安
心
で
き
る
、
笑
顔
か
が
や
く

街
づ
く
り
第
２
章
に
全
力
を
挙

げ
た
い
」「
コ
ン
ビ
ニ
で
売
っ

て
い
る
も
の
の
値
段
は
東
京
で

も
盛
岡
で
も
同
じ
で
あ
る
。
違

う
の
は
働
く
者
の
賃
金
で
あ

る
。
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金

を
実
現
し
て
い
き
た
い
」「
厳

し
い
選
挙
戦
。
議
席
を
確
保
す

る
た
め
、家
族
や
職
場
の
仲
間
、

友
人
・
知
人
へ
支
援
の
輪
を
広

げ
て
い
た
だ
き
た
い
」な
ど
と
、

自
身
の
政
策
を
精
力
的
に
訴
え

た
。

　

当
選
を
勝
ち
取
っ
た
「
野
中

や
す
し
」
は
、「
組
合
員
を
は

じ
め
、
支
援
い
た
だ
い
た
多
く

の
皆
様
に
感
謝
す
る
。
子
ど
も

も
、
お
年
寄
り
も
、
働
く
人
も
、

み
ん
な
の
笑
顔
か
が
や
く
街
の

実
現
の
た
め
、
議
会
の
場
で
懸

命
に
が
ん
ば
っ
て
い
く
」
な
ど

と
、
今
後
の
活
動
へ
の
決
意
を

表
明
し
た
。選
挙
事
務
所
に
は
、

小
西
和
子
県
議
会
議
員
も
お
祝

い
に
駆
け
付
け
た
。

　

今
後
、
８
月
17
日
に
は
知
事

選
挙
、
25
日
に
は
県
議
会
議
員

選
挙
が
告
示
さ
れ
、
９
月
３
日

に
投
開
票
が
行
わ
れ
る
。推
薦
・

支
持
候
補
者
全
員
の
当
選
に
向

け
、
支
持
を
拡
大
し
よ
う
。

　

７
月
24
日
、
現
業
評
議
会

（
議
長
：
工
藤
明
彦
畜
産
研
究

所
分
会
）
は
、
今
年
度
の
独
自

要
求
書
を
内
城
人
事
課
総
括
課

長
に
提
出
し
、
交
渉
を
行
っ
た
。

【
①
運
転
技
士
に
つ
い
て
】

　

振
興
局
土
木
部
の
運
転
技
士

は
、
業
務
遂
行
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
職
種
で
あ
る
と
承
知

し
て
お
り
、
現
場
の
状
況
を
把

握
し
な
が
ら
適
正
配
置
に
向
け

企
画
室
と
検
討
を
継
続
す
る
。

県
庁
車
庫
の
運
転
技
士
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
末
で
退
職
と
な

る
議
会
事
務
局
の
運
転
技
士
を

含
め
、
管
財
課
や
議
会
事
務
局

と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
連
携

し
て
対
応
す
る
と
し
た
。
交
渉

団
か
ら
、
運
転
技
士
は
高
齢
化

を
迎
え
て
お
り
、
計
画
的
な
新

規
採
用
と
退
職
者
の
完
全
補
充

を
求
め
た
。

【
②
技
能
員
の
増
員
】

　

退
職
者
補
充
の
た
め
継
続
し

て
新
規
採
用
を
行
っ
て
き
た
。

主
管
部
か
ら
職
場
状
況
や
業
務

実
態
を
聞
き
、
適
切
に
対
応
す

る
と
し
た
。
交
渉
団
か
ら
、
技

能
員
配
置
が
ギ
リ
ギ
リ
の
体
制

で
あ
り
年
次
休
暇
取
得
が
困

難
。
し
っ
か
り
と
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
が
組
め
る
人
員
体
制
と
人

材
育
成
の
環
境
整
備
に
向
け
た

人
員
増
が
必
要
と
訴
え
た
。

【
各
主
管
室
課
交
渉
】

　

県
土
整
備
企
画
室
か
ら
は
各

公
所
へ
の
運
転
技
士
の
配
置
は

必
要
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
ほ

か
、
管
財
課
運
転
技
士
の
17
人

態
勢
の
維
持
、（
農
林
水
産
企

画
室
）
技
能
員
の
労
働
環
境
整
備

に
向
け
必
要
な
体
制
の
整
備
に
努

め
る
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。

７
・
24 

現
業
評
議
会
・
独
自
要
求
書
提
出

県
政
を
支
え
る

　
「
現
業
職
」
の
増
員
求
め
る

盛　岡
市議選

野
中
や
す
し 

２
期
目
当
選

８
位　

２
９
８
０
票
獲
得

佐々木 順一（71 歳）
（支持・立憲民主公認・現6期）

柳村 一（63 歳）
（推薦・無所属・現2期）

小西 和子（70 歳）
（推薦・立憲民主公認・現4期）

佐藤 ケイ子（66 歳）
（推薦・立憲民主公認・現2期）

畠山 茂（57 歳）
（推薦・立憲民主公認・新人）

岩城 げん（50 歳）
（推薦・無所属・現1期）

盛
岡
選
挙
区

北
上
選
挙
区

宮
古
選
挙
区

久
慈
選
挙
区

菅野 ひろのり（46歳）
（推薦・立憲民主公認・現2期）

奥
州
選
挙
区

木村 ゆきひろ（63歳）
（推薦・社民公認・現4期）

花
巻
選
挙
区

名須川 晋（55 歳）
（支持・立憲民主公認・現3期）

花
巻
選
挙
区

花
巻
選
挙
区

滝
沢
選
挙
区

岩
手
県
議
会
議
員
選
挙

　

推
薦
・
支
持
候
補
予
定
者

「
希
望
郷
い
わ
て
、
そ
の
先
へ
。」

大
攻
勢
を
か
け
る
次
の
４
年
間

たっそ 拓也（59 歳）
（推薦・無所属・現4期）

岩手県知事選
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７
月
22
日
、
職
業
訓
練
職
員

協
議
会
第
47
回
定
期
総
会
を
県

公
会
堂
で
開
催
し
、
２
０
２
２

年
度
の
総
括
、
２
０
２
３
年
度

運
動
方
針
及
び
役
員
体
制
を
確

立
し
た
。

　

来
賓
に
小
田
嶋
中
央
執
行
委

員
長
及
び
野
中
靖
志
盛
岡
市
議

を
迎
え
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

　

齋
藤
議
長
は
、
「
指
導
員
の

年
齢
構
成
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が

続
き
、
各
職
場
で
の
苦
労
が
あ

る
。
会
員
皆
さ
ん
か
ら
問
題
点

を
出
し
活
発
な
意
見
交
換
を
お

願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

各
会
員
か
ら
は
、
再
編
整
備

計
画
に
関
す
る
質
問
・
意
見
が

多
く
出
さ
れ
、
主
管
室
・
県
職

労
と
も
に
情
報
共
有
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
と
い
う
執
行
部
か

ら
の
回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
各

種
行
事
に
つ
い
て
も
今
年
度
は

確
実
に
実
行
し
て
く
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

「
職
訓
協
全
会
員
の
団
結
で
夢

の
あ
る
職
業
能
力
開
発
行
政
を

構
築
し
、
次
世
代
に
技
を
継
承

さ
せ
よ
う
！
」
が
採
択
さ
れ
、

最
後
に
、
齋
藤
裕
之
議
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
運
動
前
進
を

誓
い
合
っ
た
。

　

新
役
員
体
制
は
次
の
と
お
り
。

・
議
長　
　
　
　

齋
藤　

裕
之

　
　
　
　

（
産
技
短
矢
巾
校
）

・
副
議
長　
　
　

加
藤　

邦
庸

　
　
　
　

（
産
技
短
水
沢
校
）

・
副
議
長　
　
　

白
石　

昌
人

　

（
千
厩
高
等
技
術
専
門
校
）

・
事
務
局
長　
　

長
門
三
喜
男

　
　
　
　

（
産
技
短
矢
巾
校
）

・
事
務
局
次
長　
　

鈴
木　

大
輔

　

（
宮
古
高
等
技
術
専
門
校
） ▲７月25日の会計年度任用職員学習会のようす

　

県
職
労
県
庁
支
部
と
盛
岡
支

部
は
合
同
で
、
自
治
労
県
本
部

及
び
県
職
労
本
部
の
協
力
を
得

て
、７
月
24
日
と
25
日
の
２
回
、

「『
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
』

等
情
勢
学
習
会
」
を
開
催
し
、

合
わ
せ
て
98
人
が
参
加
し
た
。

　

学
習
会
の
冒
頭
、
佐
々
木
琢

磨
県
庁
支
部
長
が
「
地
方
自
治

法
が
改
正
さ
れ
、
２
０
２
４
年

度
以
降
、
会
計
年
度
任
用
職
員

に
も
勤
勉
手
当
の
支
給
が
可
能

と
な
っ
た
。
実
際
の
支
給
に
は

条
例
の
改
正
が
必
要
で
あ
り
、

　

県
職
労
気
仙
支
部
は
７
月
28

日
、
釜
石
支
部
と
二
戸
支
部
が

８
月
１
日
に
そ
れ
ぞ
れ
新
体
制

を
確
立
し
た
。
気
仙
支
部
は
口

岩
喜
幸
さ
ん
、
釜
石
支
部
は
大

﨑
勝
弘
さ
ん
、
二
戸
支
部
は
佐

藤
勝
志
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
２

０
２
３
年
度
の
支
部
活
動
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。

役
職
・
氏
名
は
次
の
と
お
り
。

気
仙
支
部

支
部
長

口
岩　

喜
幸（
土
木
セ
ン
タ
ー
）

会
計
年
度
任
用
職
員 

学
習
会
を
開
催

県
庁
・
盛
岡
支
部
合
同

副
支
部
長

山
口　

正
希
（
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

長
崎　

翔
太（
土
木
セ
ン
タ
ー
）

書
記
次
長

佐
藤　

徹
郎（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

執
行
委
員

大
槻　

康
幸（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）

鈴
木　

悠
大（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）

金
澤　

海
斗（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

佐
々
木
真
人（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

細
越　

翔
太（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

薄
衣
真
一
朗（
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
）

会
計
監
事

千
葉　
　

覚（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

馬
渕　

嵩
也
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

釜
石
支
部

支
部
長

大
﨑　

勝
弘
（
農
林
部
）

副
支
部
長

岡
部　
　

聖
（
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

小
岩　

敬
洋
（
土
木
部
）

書
記
次
長

藤
丸　

博
之
（
経
営
企
画
部
）

執
行
委
員

山
崎　

知
之
（
保
健
福
祉
環
境
部
）

木
下　

聖
子
（
保
健
福
祉
環
境
部
）
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気
仙
・
釜
石
・
二
戸
支
部
で
体
制
を
確
立

▲運動前進に向け多くの意見が出された職訓協定期総会

そ
の
た
め
に
は
組
合
で
取
組
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

県
職
労
会
計
年
度
任
用
職
員

相
談
員
「
野
中
や
す
し
」
は
、

勤
勉
手
当
支
給
の
制
度
改
正
に

関
す
る
こ
と
を
皮
切
り
に
、
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入

当
初
か
ら
今
日
ま
で
の
経
過
及

び
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

野
中
相
談
員
は
「
職
場
で
欠
か

せ
な
い
存
在
で
あ
る
会
計
年
度

任
用
職
員
の
『
雇
用
継
続
』
と

『
処
遇
改
善
』
は
、
当
事
者
は

も
と
よ
り
、
自
治
体
に
と
っ
て

も
極
め
て
重
要
な
課
題
」「
岩

手
県
の
職
場
で
は
パ
ー
ト
タ
イ

ム
で
の
任
用
が
大
半
で
あ
り
、

か
つ
て
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員

よ
り
も
労
働
密
度
や
責
任
が
重

く
な
っ
て
い
る
。
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
け
る
体
制
の
整
備
が
必

要
」「
盛
岡
市
の
会
計
年
度
任

用
職
員
の
処
遇
改
善
は
、
県
に

も
波
及
を
期
待
で
き
る
。
私
は

盛
岡
市
議
会
議
員
を
務
め
て
お

り
、
盛
岡
市
で
今
後
も
処
遇
改

善
を
求
め
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

　

そ
の
後
、
県
職
労
本
部
役
員

か
ら
、
有
給
の
特
別
休
暇
等
、

こ
れ
ま
で
県
職
労
が
訴
え
て
実

現
し
た
処
遇
改
善
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

下
郡　

正
勝
（
土
木
部
）

小
原
ほ
の
か
（
水
産
部
）

佐
々
木
博
幸
（
漁
業
取
締
事
務
所
）

村
上　
　

涼
（
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

会
計
監
事

大
石　

祐
二
（
経
営
企
画
部
）

遠
藤　

裕
樹
（
水
産
部
）

二
戸
支
部

支
部
長

佐
藤　

勝
志
（
県
税
室
）

副
支
部
長

藤
原　

遼
人
（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

伊
藤　
　

毅
（
農
村
整
備
室
）

書
記
次
長

岩
崎　

有
喜
（
二
戸
高
等
技
術
専
門
校
）

執
行
委
員

加
藤　

真
城
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

髙
橋
め
ぐ
み
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
林
務
室
）

羽
田　
　

厚
（
県
北
農
業
研
究
所
）

藤
本　

美
明
（
土
木
セ
ン
タ
ー
）

成
田　

恵
美
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

小
林　

卓
裕
（
農
村
整
備
室
）

山
本　

和
彦
（
土
木
セ
ン
タ
ー
）

佐
々
木
朝
陽
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

会
計
監
事

中
家　

武
雄
（
農
村
整
備
室
）

齋
藤　

智
子
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

職
訓
協
第
47
回
定
期
総
会
開
催

団
結
の
力
で
夢
の
あ
る
能
開
行
政
を

・
事
務
局
次
長　
　

田
中　

俊
行

　
　
　
　

（
産
技
短
矢
巾
校
）

・
自
治
研
担
当　
　

佐
々
木　

治

　
　
　
　

（
産
技
短
水
沢
校
）▲口岩気仙支部長

▲齋藤裕之議長

▲大﨑釜石支部長

▲佐藤二戸支部長

　
「
選
挙
の
話
」

と
い
っ
て
も
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
ず
ば

り
特
定
候
補
者
へ
の
投
票

依
頼
か
ら
一
般
的
な
政
治

の
動
向
に
関
す
る
こ
と
ま

で
種
々
の
態
様
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
特
定
候
補

者
へ
の
投
票
依
頼
は
「
公

務
員
の
地
位
利
用
」
と
し

て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
担
当
世
帯

に
対
し
て
有
す
る
影
響
力
は
否
定
し
難
い
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、前
問
で
触
れ
た
よ
う
に
、ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
の
地
位
を
利
用
し
た
①
推
薦
行
為
、②
選
挙

運
動
準
備
行
為
、③
後
援
団
体
の
結
成
行
為
等
、④
文

書
図
画
等
の
掲
示
頒
布
等
の
行
為
、
に
直
接
か
か
わ

る
こ
と
は
さ
け
る
べ
き
で
す
し
、
特
に
、⑤
利
益
供

与
行
為
な
ど
は
許
容
の
余
地
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
行
為
以
外
の
こ
と
で
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
地
位
に
か
か
わ
り
な
く

選
挙
の
話
を
す
る
こ
と
ま
で
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
政
を
批
判
し
、
さ
ら
に
は
特
定
政
党
及
び
立
候

補
者
等
の
施
策
を
批
判
し
て
も
、
地
位
利
用
禁
止
規

定
に
触
れ
る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
こ
の
場
合
の
う
ち
、
特
定
候
補
者
に
対
す

る
批
判
が
、「
そ
の
候
補
者
」
の
落
選
を
通
じ
て
他

の
候
補
者
の
当
選
を
図
る
目
的
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

Q

A

私はケースワーカーですが、
担当世帯を訪問し、選挙の
話をすることは違法でしょうか。

か
な
場
合
は
、
公
務
員
の
地
位
利
用
に
よ
る

選
挙
運
動
と
み
な
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
（
公
選
法
１
３
６
条
の
２
）。
ま
た
、
特
定

の
候
補
者
に
つ
い
て
投
票
を
得
し
め
な
い
目

的
の
戸
別
訪
問
で
あ
る
と
さ
れ
る
お
そ
れ
も

あ
り
ま
す
（
同
法
１
３
８
条
１
項
）
の
で
、

こ
の
点
注
意
を
要
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
例
え
ば
「
平
和
憲
法
を
改
悪
し

よ
う
と
す
る
議
員
は
許
せ
な
い
で
す
ね
」「
弱

い
者
い
じ
め
の
政
治
は
止
め
て
欲
し
い
で
す

ね
」
な
ど
と
話
す
こ
と
は
可
能
で
す
（
Ｑ
34

参
照
）。
も
ち
ろ
ん
、
福
祉
政
策
に
消
極
的
な

政
党
・
政
治
家
等
を
指
摘
し
、
批
判
す
る
等

の
こ
と
は
何
ら
地
位
利
用
に
も
な
ら
ず
、
戸

別
訪
問
そ
の
他
の
禁
止
規
定
に
触
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
反
対
に
福
祉
政
策
を
積

極
的
に
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
政
党
、
政

治
家
の
話
を
し
た
と
し
て
も
同
様
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
留
意
す
べ
き
点
は
少
な
か

ら
ず
あ
り
ま
す
が
、
選
挙
に
か
か
わ
る
話
が

一
切
で
き
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
職
務
遂
行
中
の
選
挙

と
の
か
か
わ
り
あ
い
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
地
位
を
離
れ
て
、
例
え
ば
労

働
組
合
員
あ
る
い
は
一
般
人
と
し
て
選
挙
の

話
を
す
る
こ
と
は
、
戸
別
訪
問
等
の
規
定
に

触
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。


